
第百六十四號（第＋五巻） （昭和九年）十＝月號

草場君の場合
　　　　　　　　　　　　　（巻　　頭　　言）

　大阪のアマチュア草揚修君の大型星圃のことが世の中に紹介されて，一般

の血痕人士は異常な驚きを表はしてみる・此の事件は，近頃の行きつまった

杜會世相に湿る一つの明るさと朗らかさとを投げ與へるものであるが，純學

術界のためにも暗示は大きい．

　草揚君は昨1933年の夏の頃から時々花山を訪れて來るアマチュアであっ

て，特殊な型の星圃を叢く興味と熱心とを有つ珍らしい中年者である．大分

縣の産で，若い頃は硯力の確かな青年として友人間に知られてみたとか・小

倉の軸重隊にみた頃から耳を病み，激年前，姑く聴えなくなった氣の毒な人

である．誰一人身寄りもなく，只，毎日前務に雇はれて生命をつないでみた

由であるが，少年の頃からフ1・興味を畳えた星への親しみが，不思議にも此

の烏猫の身を慰め，点々の寝冷まる愚な夜な，ひとり屋外の紳秘な星室の美

観を追ってみたといふ．それから油点館へ行く樂しみを畳え，途には星に關

するあらゆる書物をあさって專心に勉強した結果，一通りの天文常識を養ひ，

ついで一一・ngして，晴夜の美槻を紙上に再現して，大宇宙創造者の心理を膿験

．しやうといふ勇猛心をおこし，手製のコンパスや定規に頼りつS，寸暇をさ

いて書き終へた大星岡が，花山へ運ばれたのは昨1933年の夏であったが，此

の｝闘は普通の地岡と同じ座標型式で聖v・たために，天球儀の如く，天を裏か

へしにした珍物であった．此の鉄黒占を注意された同君は直ちに最初から書き

直す決心をし，尚ほ星の名や文字の配置などに改良を加へつk，今秋一々立

派なものを花山に持って來た，それは我が東亜犬文芸會の華華の日であった．

　此の年月の聞に，草揚君は日々の糧のために勢役をなしつN，暇には天文

の基礎研究を怠らす，涙ぐましい努力を，毒しみつS，蓬けて來た．昨秋の

・全國的な獅子座流星群のシ1ズンには，同君は京都帝大病院に入院中の窓か

ら多数の観測報告を齎した．又，最近の近畿地方大風害には我が身を忘れて

復興事業に参加した一一そのひまに，過去激年來購入愛讃しつNあった書物
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を大部分盗まれて了つた11　といふ蓮命の悪戯にも六ってるる．しかしなが

ら，大阪の，近代的な悪魔心惑に住みながら，草揚君は，夜雨の星を友とす

ることによって，極めて明朗頭熱な精紳を持ちつづけ，義理厚く，前壷正し

く，稀な高潔の心を保ち，常に微笑を以って人と相摩し，誠に美しv・印象を

周團に與へてるる．

　今同，同君の事が世に知れわたるや，遠近から訂しい同情者や援助者が現

はれ，之れが叉今の世の，必ずしも暗からざる一世相の表現ともなったやう

である・今後，同君は京都の地に暫く身を休めて専ら星圖完成の大事業にい

そしむわけであるが，學内昌盛の多くの人士は可なりの期待をかけて，其の

圖の成りゆきを見てみる．しかし，吾入は，倫ぼ其れ以上に，同君の人格が

更に美化され，あらゆる意味に於いて平馬の名花とならんことを望むもので

ある．（山本）

＿＿績旛献）鋤一一一・・一．．

花山の風害の纒瞼から

い。しかるに此の露頭なものが少しも破損しなかったのは，

るが，回れ杢く，此の格納屋が，設定の活初から風に封して弱々しいとの心

配から，四つ隅にそれぞれ針金のステーを張って置いたためである．ちょう

ど野の中の電柱が，四方から大小の針金で張られてみるために暴風にも倒れ

す，健在してみるのと同苗である・此の経験から見ると，前記の反射鏡や太

陽鏡の格納庫なども，針金のステ1を設けて置けば，こんどのやうな大風に

も立派に抵抗し，案外頑健に存在し得た筈だと思はれる。一般天文家の参考

になる一事である．（山本）

　去る九月21日の暴風は，花山も非常に猛烈な

害を受け，官舎は大破し，反射鏡や太陽鏡の格

納屋家は倒れて了つたが，一つ誠に不思議に見

えたことは，子午線舘から遙か南に離れたミ1

レ（目標）が全く無事なことであった．此のミ

1レは反射鏡の格納庫よりもV・かにも弱く，手

漉るに出來てるるし，揚所も南スロ1プにあっ

て，こんどの風は最も張く之に當つたに違ぴな

　　　　　　　　　　　　　　一見不思議であ


